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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 X 5150-3：2022 
 (ISO/IEC 11801-3：2017＋Amd 1：2021) 

汎用情報配線設備－第 3 部：産業用施設 

Information technology-Generic cabling for customer premises- 

Part 3: Industrial premises 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 11801-3 及び 2021 年に発行された Amendment 

1 を基に，技術的内容及び構成を変更することなく作成した日本産業規格である。ただし，追補（amendment）

については，編集し，一体とした。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，産業用施設内のオートメーションアイランド又は他のタイプの建物内の産業空間に堅ろう

（牢）なサービスを提供するために重要な汎用情報配線設備について規定している。 

加えて，次の構内を含むこともある。 

－ JIS X 5150-2 で規定されている汎用配線設備の対象となるオフィス施設 

－ ISO/IEC 11801-5 で規定されている汎用配線設備の対象となるデータセンタ 

産業用施設における分散型ビルサービスのための汎用配線設備は，ISO/IEC 11801-6 に規定されており，

前記の全ての施設及びその中の空間を対象としている。 

この規格は，JIS X 5150 規格群（ISO/IEC 11801 規格群）の全てのパートと IEC 61918 及び IEC 61784-

5 規格群との相関関係を考慮している。 

情報配線技術に関連する規格，すなわち，汎用配線設計のための規格である JIS X 5150 規格群（ISO/IEC 

11801 規格群），施工，運用及び管理に対する規格，並びに敷設された汎用配線設備の試験に対する規格間

の概略的及び文脈上の関係を，図 1 に示す。 

  


